
４月１１日（月）体育館アリーナにおいて、生徒会主催の対面
式が行われました。新型コロナウイルス感染防止を考慮して、２，
３年生は教室でのリモート形式の開催となりました。
生徒会長歓迎の挨拶に始まり、生徒会執行部の紹介、新入

生代表の挨拶、吹奏楽部による校歌演奏と続き、最後は吹奏
楽部による新入生歓迎演奏で締めくくりました。

令和４年度 対面式

まず初めに、新型コロナウイルスや戦争に
よって未だ、日常を取り戻せず、学校に通うこ
ともできない人が多くいる中で、こうして多く
の方に見守られながら歓迎していただけること
に深く感謝します。ありがとうございます。
真新しい制服に袖を通してから間もないけれ

ど、大きな期待を胸に日々を過ごしています。
これからの３年間は、自分の力が一層試される
期間となります。常に周りに支えられていた義
務教育の時とは異なり、自分の意志で選び、掴
み取った進路を歩んでいくことになります。

自分の選択、決断に満足できるよう毎日を全力で過ごしていきたいです。また、何事にも自ら進
んで取り組み、諦めず、粘り強く努力する姿を意味する「自主創造」、決して飾らず真面目で力
強くある姿を意味する「質実剛健」。この２つの校訓を常に胸に留め、身だしなみを整え、規律
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ある行動をし、大養生として相応しく誇れる姿
を示し続けます。
私が高校生活において、最も不安なのが人間

関係です。私たちは何故か全員に認めてほしい
とか、全員と仲良くなりたいと思ってしまいま
す。しかし、今までとは比にならない人々と関
わる生活になり、全員に好かれることは不可能
になります。その中で私が教わった言葉があり
ます。二宮和也さんの、「誰にも必要とされて
いないなら、必要とされるまで本気で頑張れば
いい。それでも必要とされないなら、今度は、

必要としてくれる人を探せばいい。」と言う言葉です。うまく人と付き合いながら、安心できる
人間関係を自分で築いていく。きっと今後の社会を生きる上で重要となるこの力を少しずつでも
着実に身に付けていきたいです。他にも幾つもの不安はありますが、いつかはそれらを学びに変
え自分の目指す姿へと近づける３年間にしていきます。
最後に、これから多くの場面で、多くの方にお世話になると思いますが、どうぞよろしくお願

いします。
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生徒会長による突撃インタビューにも、動じず落ち着いて答える新入生


